ポーター仮説とグリーン・イノベーション ―適切にデザインされた環境インセンティブ環境規制の導入― by 伊藤 康 et al.
科 学 技 術 動 向　2013年 3・4月号
4
科学技術動向






































































































　同 じ 頃 米 国 で は、Center for 





















































































































































































































































































































































































学専門誌の Journal of Economic 
Perspective に掲載された Porter 




















































































































































































































も の は、Porter & van de Linde 
[1995] と同じジャーナルに掲載さ
れた Palmer et al., [1995] である。
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